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第１５回 国際海上コンテナの陸上運送に係る安全対策会議
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令和６年度の取組

① 連絡会議等
・令和６年７月22日  関東地方連絡会議
・令和7年１月21日   九州地方連絡会議

② 各トラック協会 海上コンテナ部会 安全講習会
・ 全国２地域でマニュアル周知に関する講演を実施。

令和６年度実施：愛媛、群馬
 これまでに実施済み：東京、神奈川、釧路、札幌、愛知、大阪・兵庫、福岡、沖縄、佐賀、栃木

③ 安全確保に係る調査
・ 荷主、運送事業者、運転者に対しガイドライン、マニュアルの
周知状況や安全対策の取組につき調査を実施。

④ 情報伝達に係る優良事例調査
・ 主に積付けの状況に関する情報につき、情報伝達方法が優良と
思われる事業者の調査を実施。

資料２でご報告済み
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令和６年度の取組

⑥ マニュアル概要の動画コンテンツ化

⑤ 国際海上コンテナの陸上輸送において発生した事故の分析

トラック運転者に向けて、「安全運転の徹底」及び「不適切コンテナ発見時
の対処」の具体的な内容を見やすい絵と文字で紹介するリーフレットを昨
年度作成して配布したが、さらなる周知を狙い動画コンテンツを作成。安
全運転の啓発に活用していく。

国際海上コンテナの陸上輸送において事故報告規則に報告された2021

～2023年に発生した事故（33件）の傾向について分析を実施。

⑦ 過去発生した重大事故事例のマンガ化

過去発生したコンテナセミトレーラー事故について、その原因や対策につ
いて読みやすいマンガ形式にまとめたものを作成。安全運転の啓発に活
用していく。
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出席者出席者 議 題議 題

主な議事主な議事

日時：令和６年７月２２日（月）１４：００～

場所：横浜第２合同庁舎

（関係団体） 名簿順
一般社団法人東京港運協会
横浜港運協会
京浜海運貨物取扱同業会
東京倉庫協会
神奈川倉庫協会
東京商工会議所
一般社団法人日本貿易会
全日本港湾労働組合
全横浜港湾労働組合連合会
一般社団法人東京都トラック協会
一般社団法人神奈川県トラック協会
一般社団法人埼玉県トラック協会
一般社団法人千葉県トラック協会
東京港埠頭株式会社
横浜川崎国際港湾株式会社
川崎臨港倉庫埠頭株式会社

（行政） 名簿順
東京都港湾局、横浜市港湾局、川崎市港湾局
経済産業省関東経済産業局
国土交通省自動車局
国土交通省関東地方整備局
国土交通省関東運輸局

（１） 国際海上コンテナの陸上運送に係る安全対策会議（第1４回）
について
① 国際海上コンテナの横転事故等の発生状況
② 国際海上コンテナの陸上運送の安全確保に係る調査結果・優良事例
③ 令和５年度の取組みについて

（２） 関東運輸局の取り組み
（３） 情報交換、連絡事項

〇国土交通省とトラック協会の尽力により事業者への周知は浸透してきてい
ると思うが、ドライバーへの周知について実際にどれだけ出来ているかと
いうと、まだ課題がある。

〇サイバーポートを活用することにより、コンテナの積載状況をドライバーへ
提供する等し、安全を確保できるシステムを構築いただきたい。コンテナ
の積載状況等の情報伝達は港湾労働者にとっても重要な情報である。

○近年外国人ドライバーが増えてきており、言葉が通じない、ターミナル内
のルールを理解していない等の問題が発生。よりよいガイドラインの運用
について周知をお願いしたい。

第１０回 国際海上コンテナの陸上運送の安全確保のための関東地方連絡会議
令和６年度取組①
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出席者出席者 議 題議 題

日時：令和７年１月２１日（火）１４：００～

場所：福岡合同庁舎新館

（関係団体） 名簿順
ひびきコンテナターミナル株式会社
博多ふ頭株式会社
北九州埠頭株式会社
九州地方港運協会
全日本港湾労働組合
運輸労連福岡県連合会
一般社団法人九州経済連合会
九州トラック協会
福岡県トラック協会
公益社団法人佐賀県トラック協会
大分県トラック協会

（行政） 名簿順
福岡県警警察本部交通企画課
福岡県土整備部港運課
福岡市港湾空港振興部
北九州市港湾空港局港営部港営課
九州経済産業局産業部流通サービス産業課
国土交通省物流・自動車局
国土交通省九州地方整備局
国土交通省九州運輸局

（１） 国際海上コンテナの横転事故等の発生状況

（２） 国際海上コンテナの陸上運送の安全確保に係る調査結果・
優良事例
（３） 令和5年度の取組及び令和6年度以降の取組について

（４） 国際海上コンテナの陸上運送の安全確保のための運輸局に
おける取組について
（５） 情報交換

○トラック協会の会員については協会を通じてマニュアルやガイドラインの
周知を行うことができるが、会員に入っていないところは分からない。非
会員に対しての周知が必要と考える。

○海上コンテナの輸送に関して懸念しているのは過積載と偏加重であり、
ドライバーへの教育やトラックの安全設備については進捗がある。一
方、重量計の設置状況は港により差があり、設置を進めてほしい。

○博多港のヒッツは輸出入貨物がいつ着いたか、受け取り状態にあるか
どうか照会するシステムであり、当該システムを見るのは運転者が多い
ため、PDFで安全に関わる情報を掲載することで周知に繋がる。

第２回 国際海上コンテナの陸上運送の安全確保のための九州地方連絡会議

主な議事主な議事

令和６年度取組①
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各トラック協会 海上コンテナ部会 安全講習会

全日本トラック協会から勉強会の開催について依頼があり、主にマニュアル、ガイドラインの周知を実施。

令和6年6月4日 愛媛県トラック協会 令和6年10月24日 群馬県トラック協会

周知内容周知内容

ガイドライン、マニュアルの詳細及び地域ごとの取扱い品目に応じた注意点などを紹介

令和６年度取組②
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国際海上コンテナの陸上輸送において発生した事故の分析

○概要
国際海上コンテナの陸上輸送において、自動車事故報告規則（昭和２６年運輸

省令第１０４号）に基づき報告された、過去３年間（２０２１～２０２３年）に
発生した事故３３件について、積載されていた貨物の状態、当該トレーラの種類、
車軸数等について分析を実施。

○対象事故件数
２０２１年：１３件
２０２２年：１０件
２０２３年：１０件

令和６年度取組⑤
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１. 輸出入別国、積載物

■ 国別

■ 積載物

発生した33件の事故の内、25件が輸入コンテナであり、
• 輸入国は中国が多く、次いで韓国であった
• 輸入コンテナの積載物は、木材及び木炭が多く、次いでプラスチック製品であった
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令和６年度取組⑤
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２. 輸出入別偏荷重・荷崩れ、死傷者数、コンテナの高さ

■ 偏荷重・荷崩れ有無

■ 死傷者数 ■ コンテナの高さ

発生した33件の事故において

• 偏荷重・荷崩れの有無について、荷崩れがあったのは7件であり、そのうち輸入コンテナが6件で
あった。そのうち、中国からのコンテナが4件であった

• 死傷者は、輸入コンテナで約7割発生しており、輸入コンテナでの死者数は3名であった
• 積載していたコンテナの高さは、背高コンテナが73％で、うち輸入コンテナが79％を占めていた
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令和６年度取組⑤
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３. 車両の状況

■ シャーシの軸数とコンテナサイズ ■ 衝突時の制限速度超過状況
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発生した33件の事故において

• 使用していたシャーシは３軸が58％、２軸が42％で、いずれも40ftコンテナを載せ
ていた割合が大半を占めていた

• 事故衝突時、制限速度以下で走行していた事故が約6割であった
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令和６年度取組⑤
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４. 事故現場の道路形状と事故の種類

■ 事故現場の形状

発生した33件の事故において
• 事故現場の道路形状は、右カーブが最も多く、次いで交差点であった
• 事故の種類は、転覆が約９割を占めていた

■右カーブ
■左カーブ
■交差点
■直線
■その他
■不明

■ 事故の種類

■転覆
■転落
■その他

令和６年度取組⑤



11
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５. 事故原因

■ 起因別事故原因 ■ 運転操作不良の内訳

■運転者起因
■運転操作不良
■速度超過
■漫然運転
■他者起因
■偏荷重積載
■固縛不良
■他の車両の不注意

■カーブ進入不適切
■左折、右折不適切
■制動操作不適切
■歩行者に対する不注意
■不明

発生した33件の事故において
• 起因別事故原因は、運転者起因が約8割を占め、うち運転操作不良が約6割で

あった
• 運転操作不良の内訳は、カーブ進入時が最も多く、次いで右左折時であった

令和６年度取組⑤
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６. 運転者の状況

■ 積載に関する把握状況

■あり ■なし ■不明

発生した33件の事故において
• 運転者の積載に関する情報把握について、重量情報は6割以上が把握している

ものの、積み付け情報は4割程度しか把握していなかった
• 運転者の経験年数は、5年未満が最も多く、次いで21年以上であった

■5年未満
■5～10年
■11～20年
■21年以上

■ 経験年数

令和６年度取組⑤
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６. 運転者の状況

■ 過去3年間の道路交通法違反有無

■あり
■なし
■不明

■ 過去3年間の事故発生有無

なし

26
79%

1件
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3件

3
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5件

2
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8件

1
3%

あり
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21%

（n=33）

発生した33件の事故において
• 運転者の過去3年間の事故発生有無について、事故を発生させていた者が７名

いた。事故を発生させていた7名について、3件以上事故を発生させていた者の
割合が大半を占め、多い者は8件であった

• 過去3年間の運転者の道路交通法違反について、違反ありは9％であった

令和６年度取組⑤
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トラック運転者用リーフレットの動画コンテンツ化

トラック運転者に向けに国際海上コンテナの陸上輸送における「安全運転の徹底」
及び「不適切コンテナ発見時の対処」の内容をさらに周知するため、昨年度作成し
た運転者用リーフレットをベースに動画コンテンツ化。
今後国交省HPやSNSを通じて発信していく。

昨年度作成のリーフレット

３分程度でまとめており、
サイネージ表示、講習等での活用を想定

令和６年度取組⑥
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過去発生した重大事故事例のマンガ化

事業用自動車事故調査委員会において、これまでに公表した調査報告書の事故事例を元に、
安全運転の大切さを伝える啓発マンガを制作。この中でコンテナセミトレーラの事故も取りあげ
ている。

ドライバーが経験した事故発生時の状況を、フィクションとしてマンガのストーリーにすることで、
読者により身近な視点で事故を追体験してもらい、改めて安全運転の重要性を確認してもらうこ
とを目的としており、安全啓発アイテムとして今後周知を進めていく。

（順次全国の関係機関に配布予定）

その他の題材
・貸切バス横転事故(静岡県駿東郡小山町)

・ドライバーの疾病によるタクシーの衝突事故（東京都渋谷区)

*諸事情により画像をぼかしています

令和６年度取組⑦
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